
(1) 穂 高 神 社 だ ょり 令和 6 年 12 月 令和 6 年 12月 穂 高 神 社 だ よ り (4) 

ー

安
曇
野
穂
高
が
世
界
に
誇
る
膝
芸
家 、
故
高
橋
節
郎
先
生

を
は
じ
め 、
各
分
野
で
活
躍
す
る
先
生
方
よ
り
作
品
を
出
展

い
た
だ
き
ま
す 。

日
程
一
月一
日
1=-

B

午
前
九
時
ー

午
後
四
時一
二
十
分

場
所
穂
高
神
社

参
集
殿

入
場
無
料

保
尊
勉
宮
司
代
務
者

宮
司
に
就
任

こ
の
度 、

七
月一
巳
付
を
も
ち
ま

し
て
神

社

本
庁
よ
り
穂
高
神

社

宮
司

の
任
命
を
賜
り
ま
し
た 。

前
宮
司
様
に
は 、

就
任
後
の
わ
す

か
二
年
で
御
代
は
令
和
へ
と
代
わ
り 、

徳
仁
親
王
様
が
第―
二
六
代
天
皇
に

こ
即
位
あ
そ
ば
さ
れ 、

国
民
挙
っ
て

お
祝
い
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
が 、

間
も
な
く
コ
ロ
ナ
禍
に
苛
ま
れ
世
界

経
済
が
万
事
休
止
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
ま
し
た 。
そ
の
中
で
感
染
症
対
策

の
行
事
縮
小
傾
向
に
よ
り
危
ぶ
ま
れ

た
当
神
社
式
年
遷
宮
が
令
和
四
年
に

斎
行
さ
れ 、

期
間
中
十
五
万
人
の
参

拝
客
が
訪
れ
賑
わ
い
を
み
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
こ
と
は 、

ま
さ
に
前
穂

高
光
雄
宮
司
が
孤
軍
奮
闘
努
力
さ
れ

周
囲
へ
の
叱
咤
激
励
に
よ
る
も
の
と

感
謝
致
す
と
こ
ろ
で
あ
り 、

更
に
感

染
症
は
ワ
ク
チ
ン
の
複
数
回
接
種
に

よ
る
普
及
と
と
も
に
下
火
と
な
り 、

翌
五
年
に
は
様
々
な
行
事
再
開
の
兆

就

任

挨

拶

忠
ゆ
郎
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し
の
あ
る
中 、

奇
し
く
も
お
体
の
不

調
に
よ
り
退
か
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
こ
と
は
誠
に
痛
恨
の
極
み
で

あ
り
ま
し
た 。

今
後
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

に
専
念
さ
れ 、
お
健
や
か
で
お
ら
れ

る
こ
と
を
切
に
お
祈
り
致
す
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す 。

私
事
か
ね
て
よ
り
就
任
を
覚
悟
し

て
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が 、
こ
の

事
態
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す 。

前
宮
司
在
任
中
で
の
激
務

を
思
い
ま
す
と 、

我
が
身
い
ま
だ
怠

惰
で
あ
る
と
心
に
戒
告
し 、

穂
高
神

社

の
御
神
徳
の
宣
揚・
神
明
に
尽
力

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す 。

昨

今
少
子
高
齢
化
が
進
み
人
口
の
減
少

と
核
家
族
化
の
変
化
や
氏
子
意
識
の

希
薄
化
を
感
じ
る
現
代
に
於
い
て 、

遠
い
昔
か
ら
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
祈
り
恩
恵
に
感
謝
を
捧
げ
て
き
た

賃
重
な
歴
史
財
産
を 、

こ
れ
か
ら
も

永
く
繰
り
返
し
栄
え
て
い
く
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
の
で 、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 。
お
わ

り
に
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
こ
健
勝

と
ご
多
幸 、

穂
高
神

社

の
隆
昌
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
宮
司
就
任
の
こ
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す 。
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初詣特別御朱印

年

月

頒布日
1 月 1 日 ～ 1 月 31 日

初穂料 500 円

日
常
生
活
の
中
で
知
ら
す
知
ら
す
の
内
に
犯
し
た
過
ち

や 、
身
に
ふ
り
か
か
っ
た
機
れ
を
祓
い
清
め 、
心
身
と
も
に

清
浄
と
な
る
神
事
で
す 。

氏
子
の
皆
様
に
は一
家
に一
体
人
形
を
配
布
致
し
ま
す
の

で 、
氏
名
と 、
年
齢
を
ご
記
入
の
上 、
初
穂
料
（
五
0
0
円

以
上
の
お
志）
を
添
え
て
当
日
ま
で
に
氏
子
総
代
も
し
く
は

社
務
所
へ
お
納
め
く
だ
さ
い 。

例

日
時
十
二
月
三
十一
日

午
後
三
時
斎
行

：
」

恥

場
所
社
務
所
前

形人

ど
な
た
で
も
こ
参
加
で
き
ま
す

茅
の
輪
を
拝
殿
前
に
十
二
月
二
十
日
1

十
二
月
三
十一
日

ま
で
設
置
い
た
し
ま
す 。
参
拝
の
折
に
は 、
茅
の
輪
を
く
ぐ

り
抜
け
半
年
間
の
罪・
稿
を
祓
い
清
め
て
下
さ
い 。

＊
初
穂
料
＿―- 、
0
0
0
円
以
上
の
方
は
神
符

-,
9‘

/

／＊ l・
社
e虞蛉1

を
後
日
送
付
い
た
し
ま
す 。

r
-

三 、
0
0
0
円
以
上・・
大
祓
守

ビ

五 、
0
0
0
円
以
上・・
大
祓
神
札・
大
祓
守

r
,

※
人
形
袋
の
裏
面
の
記
載
事
項
を
必
す
こ
記
入
く
だ
さ
い 。

一
月
十
ハ
日
（
土）
・

十
九
日
（
日）

午
前
八
時
三
十
分
ー

午
後
四
時
三
十
分

祈
願
料

五 、
0
0
0
円・
七 、
0
0
0
円·
1
0 、
0
0
0
円

※
1

0、0

0
0

円
の
ご
祈
祷
に
は 、
合
格
の
ぼ

¢
旧
日

り
を
天
神
様
に
奉
納
致
し
ま
す 。

特
別
合
格
祈
願
祭
は 、
拝
殿
に
て
こ
祈
祷
を

一
ib

追

し 、
合
格
守・
絵
馬・
記
念
品
を
お
授
け
し
ま
す 。

9
わ5
"

特
別
に
試
験
日
の
当
日
早
朝
に
再
度
御
祈
願

「
P
1-

い
た
し
ま
す 。

Ii

僻
分
旦
起
き

令
和
七
年
年
男•
福
女
募
集

来
る
令
和
七
年
二
月
三
巳
午
後
四
時
に
行
わ
れ
る
節
分
祭

の
豆
ま
き
に 、
こ
奉
仕
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
い
た
し
ま
す 。

こ
希
望
の
方
は 、
神
社
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い 。

◎
参
加
料二
五 、
0
0
0
円

神
楽
殿
よ
り
福
豆
（
景
0
00

付
き）
福
銭
を
ま
き
ま
す 。

皆
様
の
こ
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す 。

※
状
況
に
よ
り 、
変
更・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す 。

日
歳
神
様
を
送
る
行
事
で 、
火
で
焼
い
た
餅
や
団
子
を
食
べ

る
と一
年
を
健
康
に
過
こ
せ 、
書
初
め
を
火
に
く
べ
た
時
に

高
く
上
が
る
と
「
字
が
上
手
く
な
る」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す 。

餅
つ
き
も
行
い 、
お
雑
煮•
お
し
る
こ
を
振
舞
い
ま
す 。

日

程

＿
月
十＿―-
日
（
月）

正
午
頃
ふ
る
ま
い 、
終
了
後
点
火

穂
高
神
社
南
神
苑

場

所

お料理のf算等お気軽
にご柑談ください

イペントなどの会場使川
もできます

【こ
]

--f約•お問合せ】

0263-82-0118 

穂高神社参集殿
なごみてい

和美庭

露

ご
参
拝
お
み
や
げ

結
婚
式
承
り
ま
す

年
祭・
直
会
（
ご
会
食）
承
り
ま
す

お
持
ち
い
た
だ
く
の
は
御
霊
代
と
御
遺
影
の
み
で
す

●
直
会
の
み 、
お
料
理
を
ご
自
宅
へ
配
達 、
お
持
ち
帰

り
用
の
「
折
弁
当」
も
ご
用
意
で
き
ま
す

◇
神
葬
祭
も
行
え
ま
す 。

氏
神
さ
ま
と
は
自
ら
の
住
む
土
地
を
お
守
り
く
だ
さ
る

氏
神
さ
ま 、
氏
子
に
つ
い
て
神
様
の
こ
と
で 、
そ
の
土
地
の
暮
し
や
生
業
を
営
む
人
達

を
氏
子
と
言
い
ま
す 。
い
つ
の
時
代
に
も
こ
の
土
地
に
住

む
人
々
の
生
活
や
未
来
に
わ
た
る
安
寧
を
願
う
心
が
神
の
心
と
共
に
守っ
て
く
れ
て
い
ま
す 。
日
頃

か
ら
氏
神
さ
ま
と
の
こ
縁
を
大
切
に
い
た
し
ま
し
ょ
う 。
安
昼
野
市
穂
高、
等
々
力
区・
等
々
力
町
区・

穂
高
町
区・
穂
高
区
の
氏
神
さ
ま
は
穂
高
神
社
と
な
り
ま
す 。

去
る
九
月
二
十
六
日
の
宵
祭
か
ら

二
十
七
日
の
本
祭
に
か
け
て 、
子
孫
繁
栄・

五
穀
豊
穣
を
祈
る
例
大
祭
（
御
船
祭）
が

今
年
も
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た 。
ま
た 、

奉
納
ス
テ
ー

ジ
で
は
子
供
た
ち
の
お
囃
子

に
始
ま
り 、
唄
や
踊
り
な
ど
賑
や
か
に
開

催
さ
れ 、
大
勢
の
方
が
神

社

を
訪
れ
例
大

祭
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
し
た 。

今
年
は
市
観
光
協
会
に
よ
る
御
船
祭
体

験
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た 。
各
団
体
協

カ
の
も
と 、
御
船
の
曳
き
手
に
氏
子
以
外

の
観
光
客
や
外
国
人
が
初
め
て
加
わ
り 、

観
光
客
と
地
元
の
人
々
が一
緒
に
参
加
し

盛
り
上
が
り
ま
し
た 。

御
船
祭
の
お
船
は 、
子
供
船
と
大
人
船

と
が
あ
り 、
な
る
の
新
木
を
用
い
て
毎
年

組
み
立
て
ら
れ
ま
す 。
男
腹 、
女
腹
に
は

着
物
が
何
十
枚
も
掛
け
ら
れ
船
上
に
は
毎

年
異
な
っ
た
穂
高
人
形
が
飾
ら
れ
ま
す 。

着
物
の
持
ち
主
は 、
一
年
間
健
康
で
過
こ

せ
る
と
言
う
信
仰
も
息
づ
い
て
い
ま
す 。

お
船
の
起
源
は
穂
癌
神
社
の
祭
神
が
海
洋

民
族
で
あ
る
安
曇
族
の
祖
神
で
あ
り
安
暑

族
は
海
運
を
司
っ
て
い
た
こ
と 、
大
将
軍

安
曇
比
羅
夫
の
船
師
を
率
い
て
の
百
済
救

援 、
又
氏
族
の
朝
廷
で
の
活
躍
な
ど
で 、

平
安
時
代
の
標
山
や
室
町
時
代
の
神
座
の

山
車
等
に
原
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す 。

神
々
の
縁
に
抱
か
れ
て

穂
高
神
社
本
宮

上
高
地

奥
宮

穂高神

社

ホームページhttp://www.hotakajinja.com

穐
高
神
社

え
令
み

｀

御神米

ー',
1

.

ぇ
よ
墨

穂
高
神
社

闇
運

あんころもち

1,000円

穂高神社参集殿にて販売しております
平日は販売していない日がありますのでお問合せください

メ ールアドレスinfo@hotakajinja.com
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初詣特別御朱印

年

月

頒布日
1 月 1 日 ～ 1 月 31 日

初穂料 500 円

日
常
生
活
の
中
で
知
ら
す
知
ら
す
の
内
に
犯
し
た
過
ち

や 、
身
に
ふ
り
か
か
っ
た
機
れ
を
祓
い
清
め 、
心
身
と
も
に

清
浄
と
な
る
神
事
で
す 。

氏
子
の
皆
様
に
は一
家
に一
体
人
形
を
配
布
致
し
ま
す
の

で 、
氏
名
と 、
年
齢
を
ご
記
入
の
上 、
初
穂
料
（
五
0
0
円

以
上
の
お
志）
を
添
え
て
当
日
ま
で
に
氏
子
総
代
も
し
く
は

社
務
所
へ
お
納
め
く
だ
さ
い 。

例

日
時
十
二
月
三
十一
日

午
後
三
時
斎
行

：
」

恥

場
所
社
務
所
前

形人

ど
な
た
で
も
こ
参
加
で
き
ま
す

茅
の
輪
を
拝
殿
前
に
十
二
月
二
十
日
1

十
二
月
三
十一
日

ま
で
設
置
い
た
し
ま
す 。
参
拝
の
折
に
は 、
茅
の
輪
を
く
ぐ

り
抜
け
半
年
間
の
罪・
稿
を
祓
い
清
め
て
下
さ
い 。

＊
初
穂
料
＿―- 、
0
0
0
円
以
上
の
方
は
神
符

-,
9‘

/

／＊ l・
社
e虞蛉1

を
後
日
送
付
い
た
し
ま
す 。

r
-

三 、
0
0
0
円
以
上・・
大
祓
守

ビ

五 、
0
0
0
円
以
上・・
大
祓
神
札・
大
祓
守

r
,

※
人
形
袋
の
裏
面
の
記
載
事
項
を
必
す
こ
記
入
く
だ
さ
い 。

一
月
十
ハ
日
（
土）
・

十
九
日
（
日）

午
前
八
時
三
十
分
ー

午
後
四
時
三
十
分

祈
願
料

五 、
0
0
0
円・
七 、
0
0
0
円·
1
0 、
0
0
0
円

※
1

0、0

0
0

円
の
ご
祈
祷
に
は 、
合
格
の
ぼ

¢
旧
日

り
を
天
神
様
に
奉
納
致
し
ま
す 。

特
別
合
格
祈
願
祭
は 、
拝
殿
に
て
こ
祈
祷
を

一
ib

追

し 、
合
格
守・
絵
馬・
記
念
品
を
お
授
け
し
ま
す 。

9
わ5
"

特
別
に
試
験
日
の
当
日
早
朝
に
再
度
御
祈
願

「
P
1-

い
た
し
ま
す 。

Ii

僻
分
旦
起
き

令
和
七
年
年
男•
福
女
募
集

来
る
令
和
七
年
二
月
三
巳
午
後
四
時
に
行
わ
れ
る
節
分
祭

の
豆
ま
き
に 、
こ
奉
仕
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
い
た
し
ま
す 。

こ
希
望
の
方
は 、
神
社
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い 。

◎
参
加
料二
五 、
0
0
0
円

神
楽
殿
よ
り
福
豆
（
景
0
00

付
き）
福
銭
を
ま
き
ま
す 。

皆
様
の
こ
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す 。

※
状
況
に
よ
り 、
変
更・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す 。

日
歳
神
様
を
送
る
行
事
で 、
火
で
焼
い
た
餅
や
団
子
を
食
べ

る
と一
年
を
健
康
に
過
こ
せ 、
書
初
め
を
火
に
く
べ
た
時
に

高
く
上
が
る
と
「
字
が
上
手
く
な
る」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す 。

餅
つ
き
も
行
い 、
お
雑
煮•
お
し
る
こ
を
振
舞
い
ま
す 。

日

程

＿
月
十＿―-
日
（
月）

正
午
頃
ふ
る
ま
い 、
終
了
後
点
火

穂
高
神
社
南
神
苑

場

所

お料理のf算等お気軽
にご柑談ください

イペントなどの会場使川
もできます

【こ
]

--f約•お問合せ】

0263-82-0118 

穂高神社参集殿
なごみてい

和美庭

露

ご
参
拝
お
み
や
げ

結
婚
式
承
り
ま
す

年
祭・
直
会
（
ご
会
食）
承
り
ま
す

お
持
ち
い
た
だ
く
の
は
御
霊
代
と
御
遺
影
の
み
で
す

●
直
会
の
み 、
お
料
理
を
ご
自
宅
へ
配
達 、
お
持
ち
帰

り
用
の
「
折
弁
当」
も
ご
用
意
で
き
ま
す

◇
神
葬
祭
も
行
え
ま
す 。

氏
神
さ
ま
と
は
自
ら
の
住
む
土
地
を
お
守
り
く
だ
さ
る

氏
神
さ
ま 、
氏
子
に
つ
い
て
神
様
の
こ
と
で 、
そ
の
土
地
の
暮
し
や
生
業
を
営
む
人
達

を
氏
子
と
言
い
ま
す 。
い
つ
の
時
代
に
も
こ
の
土
地
に
住

む
人
々
の
生
活
や
未
来
に
わ
た
る
安
寧
を
願
う
心
が
神
の
心
と
共
に
守っ
て
く
れ
て
い
ま
す 。
日
頃

か
ら
氏
神
さ
ま
と
の
こ
縁
を
大
切
に
い
た
し
ま
し
ょ
う 。
安
昼
野
市
穂
高、
等
々
力
区・
等
々
力
町
区・

穂
高
町
区・
穂
高
区
の
氏
神
さ
ま
は
穂
高
神
社
と
な
り
ま
す 。

去
る
九
月
二
十
六
日
の
宵
祭
か
ら

二
十
七
日
の
本
祭
に
か
け
て 、
子
孫
繁
栄・

五
穀
豊
穣
を
祈
る
例
大
祭
（
御
船
祭）
が

今
年
も
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た 。
ま
た 、

奉
納
ス
テ
ー

ジ
で
は
子
供
た
ち
の
お
囃
子

に
始
ま
り 、
唄
や
踊
り
な
ど
賑
や
か
に
開

催
さ
れ 、
大
勢
の
方
が
神

社

を
訪
れ
例
大

祭
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
し
た 。

今
年
は
市
観
光
協
会
に
よ
る
御
船
祭
体

験
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た 。
各
団
体
協

カ
の
も
と 、
御
船
の
曳
き
手
に
氏
子
以
外

の
観
光
客
や
外
国
人
が
初
め
て
加
わ
り 、

観
光
客
と
地
元
の
人
々
が一
緒
に
参
加
し

盛
り
上
が
り
ま
し
た 。

御
船
祭
の
お
船
は 、
子
供
船
と
大
人
船

と
が
あ
り 、
な
る
の
新
木
を
用
い
て
毎
年

組
み
立
て
ら
れ
ま
す 。
男
腹 、
女
腹
に
は

着
物
が
何
十
枚
も
掛
け
ら
れ
船
上
に
は
毎

年
異
な
っ
た
穂
高
人
形
が
飾
ら
れ
ま
す 。

着
物
の
持
ち
主
は 、
一
年
間
健
康
で
過
こ

せ
る
と
言
う
信
仰
も
息
づ
い
て
い
ま
す 。

お
船
の
起
源
は
穂
癌
神
社
の
祭
神
が
海
洋

民
族
で
あ
る
安
曇
族
の
祖
神
で
あ
り
安
暑

族
は
海
運
を
司
っ
て
い
た
こ
と 、
大
将
軍

安
曇
比
羅
夫
の
船
師
を
率
い
て
の
百
済
救

援 、
又
氏
族
の
朝
廷
で
の
活
躍
な
ど
で 、

平
安
時
代
の
標
山
や
室
町
時
代
の
神
座
の

山
車
等
に
原
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す 。

神
々
の
縁
に
抱
か
れ
て

穂
高
神
社
本
宮

上
高
地

奥
宮

穂高神

社

ホームページhttp://www.hotakajinja.com

穐
高
神
社

え
令
み

｀

御神米

ー',
1

.

ぇ
よ
墨

穂
高
神
社

闇
運

あんころもち

1,000円

穂高神社参集殿にて販売しております
平日は販売していない日がありますのでお問合せください

メ ールアドレスinfo@hotakajinja.com




